
































































































































































































































































































写真一9 おんじゃ く(九州)
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写真一10 温泉余土 (九州)
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(見分け方)

色は白~乳白(青白色，黄土色，灰色，青黒色，赤褐色

のものもある)を呈する。

硫黄臭あるいは硫化水素臭がある。

地下水位以下で、は粘土状を示すが， 不飽和なものは粘土

混じり砂磯状を呈する。温泉地帯に産することから判断す

るが，硫黄で黄色く変色したものもある。

⑮ 島原焼土

(性質)

島原の眉山周辺に産する地山が圧砕されていて崩壊し易

い崩積物。破砕され易い磯混じり砂で粘性は無い。

耐酸性でコンクリート用材として使用される。

(見分け方)

色調は灰あるいは紅色の岩肌を出した岩塊と粉砕された

砕層物で砂磯ないし磯混り砂状であるが，一般の磯質土に

比べてN値は小さい。(眉山周辺に産する崖錐)

⑬ 赤ぽく

(性質)

中部九州を中心に島原半島~南九州(特に，阿蘇周辺)

に分布する。土質工学的には火山灰質粘性土 (VH)に分

類される。

高含水比で、練り返すと強度は低下する。関東ロームによ

く似ている。

(見分け方)

色調は赤~褐色の火山灰質粘性土。粒子は細かく手でも

むと粘りつくようになる。

含水比が低いとサラサラした感じであるが，含水比が高

いと粘性が大きい。これを乾燥させてから，水を加えると
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写真一11 島原焼土 (九州)
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写真一12 赤lまく (九州)
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粘性は小さくなる。一般に空|裁が多いために軽い。

庭i厚は主に2m以下で、黒ぼくの下に分布することが多い。

⑪ 黒ぼく

(性質)

赤ぼくと同じ地域の中部九州~南九州の台地に多く分布

する。

有機物を多く含み，高含水比で、土粒子の密度は小さく ，

練り返すと著しく強度低下を来す。

(見分け方)

色調は黒~黒褐色を呈し，ポーラス(空隙が多し、)で、軽

い。有機物を含んでいる。 粘性土であるがローム状で粘り

けは小さい。乾燥させると指に細粒分が付着して取れなく

なる。また，高含71<比のものは練り返すと液状になる。

⑩ 灰土

(性質)

阿蘇火山を中心とする九州中部に分布する火山灰質土

(VI-I¥)で，軽石機は少ないが，下部ではやや多くなる。礁

は指で容易につぶせ，内部に含まれている水が浸み出して

くる。 合水比は40~60%程度で乱さない状態で、はquは大き

いが練り返すと著しく強度が低下する。

(見分け方)

色は灰~乳臼~淡桃色で，シルト状の土であるが，指で

練り返すと ドロドロになる。乾燥すると灰状の粉末になっ

て飛散し易い。

⑬ しらす (一次しらす)

(性質)

南九州に広く分布する臼~灰色の火山灰堆積物。火山ガ

ラスが主体で粒子は角ばり，国結状fd!質土とよく似ている
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写真一13 灰土 (九州)
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写真一14 しらす (一次しらす・九州)
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が粒子が多孔質で土粒子密度が小さく，急崖でも安定する。

軽石を混え粒子形状が特異で破砕が生じ易い。流水の侵食

に対し非常に弱い。液状化 し史¥sv、などの特徴がある。ただ

し， 二次的に堆積したしらすは液状化し易い。

(見分け方)

色調は白~灰色を呈する。主111粒の砂状火山灰で弱く固結

しているが，ほぐすと軽石混りの砂状となる。指先でもむ

とシャリシャ リ音がし，ガラス質の納|片が指に刺さるよう

な感じがする。ボーリングに|探しては送水捌りでクーシン

グを使わないと，砂層よりも孔壁が崩壊し易い。

⑫ 釜土

(性質)

しらすがカルデラYlII内で水中体積(沈降J.it'H1)したもの

で，宮崎県南西部の旧加l久藤カルデ、ラ湖畔に分布する。砂

や磯をほとんど含有しない納l粒土で火山灰質粘性土に分類

される。士粒子の密度は約2.4g/cm3程度て、しらすと間程度

の値を示す。自然含水比は60%程度で， しらすとしては高

いが火山灰質粘性土としては比較的低い。細粒土であるに

もかかわらず， !.夜性限界は試験不可能で、ある。乱さないも

のでは，quがi印刷/m2程度あるものの容易に流動化し，

鋭敏比は2000以上のクイッククレーである。

(見分け方)

色調は白色で容易に流動し，著しく強度が低下する。ボ

ーリングに|燥しては，流動化して試料採取が困難である。

乾燥すると白色の粉末状になる。

@ Iまら

(性質)

桜島~大|咲半島北部~宮崎県南西部に分布するIIIio下軽石

-l45ー



の集合体。粒子問及び粒子内に多量の空隙を含有するため

土粒子密度が小さく，粒子破砕をおこし易い。透水性が高

く保水性は小さい。浸透水の経路となりやすい。

(見分け方)

色は灰白~黄~黄褐色で，細粒~粗粒の軽石の集合体よ

りなる。軽石をつぶすと水が浸み出てくる。ルースで全体

lこN値が小さい。
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写真一15 ぽら (九州)
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〔付録.2]参考図表

(1)地質コードおよび色調コ ド21

[地質コード〕

第 2 骨 額

区分分 頗 名コード 図模様

砂 質 (51 10 

γ ルト質 (M) 20 
P、白山

補 枯上質 (C) 30 ~ 
有機質 (0) 40 川:tl"

助
火山灰質 IV) 50 白、~目:5，."..... 、、~~

玉石現り卜B) ノ戸

砂利傑混り卜GI ? 

記 砂握り卜51 3 

ンル卜毘り('M) 4 

号
枯土醍り(.C) 5 ./' 
有機質土捉り(.0) 6 ，4"'" 

火山灰混り(-V) ーー“、ー“

貝世混り(.5h) 8 1100000 

第 分 顕

区分骨 ffl 名コード 図模様

授 IGI 100 
.， ， 
， ' 

土 提質士IGFI 200 2。2.20L2。
砂 151 3∞ ..' . 

“ 只 砂 質士15FI 4∞ -ーー・
y ル卜 IMI 5∞ ーーーー

材 砧上質 ICI 6∞ 
有機質土 101 7∞ 1噌刷:・; 
料 火山灰白粘性土IV)8∞ 一
高fi慣目上l宵植上I!Ptl 9∞ーJ2ii

二
N
7L
-D
-B
一

p
-s

コ
-

一

-

-

-
一

ヲ

一調
一

一

一

一

一

一

}

一
一
濃
一淡
一暗
一帯

一雑
一斑

一
一角」
一

一

一
一
一

一
一

コ
f
I
L
-
-
f
I
l
l
i
t
--
1
i
}
l
l

調

一ド一

一

一

一
一

一
一

色

一
二

K
一C
一R
一0
一v
一M
一A
一V
一H
一
w

f
L
一コ
一

-

一

一

一

-
一

-

-
一

一咽閥
一
一

一
一

一

一

一

一

一

一

一

一黒
一回同
一赤
一位
五
山
一緑
一青
一紫
一灰
一白

一h

巴
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〔地質コード〕

第 3 分 額

区分骨 顛 古コード 図模係
U旬4 岩|硬岩 印刷 ωl 111111111111 

E |崎岩 (目的 ω2 111111 
同 盤|附 I風化岩{刷 ω3 

料 玉 石(BI 094 oCコ
ifo 1f1石111'11) 。10 4ohAAaA 4A 込
持 y ラ A(5i) 020 、L4AhftfAas，: 

韓 Zコ I} 715c1 030 企..・..

土 火山灰IVAI 例。 、J〆ーf・，"“、‘ 、
材 ローム(凶) 050 .. 、"、.， u

料 県ポヂIKb) 筋。 、4九M月L"刊L"
マ サ(日) 070 ーム::;

表 土(5F1 。∞ / 
埋 士(FI) ∞l .x: 
廃棄土 (f)∞2 D担記こ



(2)ケーシングパイプの形状と寸法3)

ケーγ ングパ イ7
0

の形状寸法 (JIS M 1411) 

亡rdd コ三日c

外 径 内径 ねじ内径 ねじ外径 ねじ長さ 山 最 質 且且1

呼称 A B C D b 

[師] 〔田] [田〕 {剛] [胴] [山/in) [見1m)

142 142 133 138.0 136.5 50 4 15.3 

127 127 118 123. 0 121. 5 " " 13.6 

112 112 105 109.0 108.0 " " 10.3 

97 97 90 94.0 93. 0 " " 8.07 

83 83 77 80.5 79.5 " " 5.92 

73 73 67 70.5 69.5 " " 5.18 

63 63 57 60.5 59.5 " " 4.44 

53 53 47 50.5 49.5 " " 3.70 

[注]材質第l種STMー印 (引張り590NI剛司
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(3)配管用・圧力配管用炭素綱鋼管の規格

SGP STPG (JISG3454) 

11'l'び径 タト径 (JISG3442) Sch20 Sch40 

j辱:さ 重量 j事さ 重量; j辱さ 質品
(A) (B) (mm) (mm) (kg/m) (mm) (kg/m) (mm) (kg/m) 

15 1/2 21. 7 2.8 1. 31 2.8 1. 31 
20 3/4 27.2 2.8 1. 69 2.9 1. 74 
25 l 34.0 3. 2 2.43 3. 4 2. 57 
32 H/4 42.7 3.5 3. 38 3. 6 3.47 
40 1-1/2 48. 6 3.5 3.89 3. 7 4.10 
50 2 60.5 3.8 5. 31 3. 2 4. 52 3.9 5.44 
65 2-1/2 76.3 4.2 7.47 4.5 7.97 5.2 9.12 
80 3 89.1 4. 2 8. 79 4. 5 9.39 5. 5 11. 3 
90 3-1/2 101. 6 4.2 10.10 4. 5 10.8 5. 7 13. 5 
100 4 114.3 4. 5 12.19 4.9 13.2 6.0 16.0 
125 5 139.8 4. 5 15.02 5. 1 16.9 6.6 21. 7 
150 6 165.2 5.0 19.75 5.5 21. 7 7. 1 27. 7 
175 7 190.7 5. 3 24.20 

200 8 216.3 5.8 30.10 6. 4 33.1 8. 2 42.1 
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(4)ピ、ニールパイプの寸法

(単位 ・111m)

呼ひ径 V P 管 V U 管

外径 内径 タト径 内径

13 18 13 

16 22 16 

20 26 20 

25 32 25 

30 38 31 

40 48 40 48 44 

50 60 51 60 56 

65 76 67 76 71 

75 89 77 89 83 

100 114 100 114 107 

125 140 125 140 131 

150 165 146 165 154 

200 216 194 216 202 

250 267 240 267 250 

300 318 286 318 298 

350 370 348 

400 420 395 

450 470 442 

500 520 489 
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(5) 流量換算図および三角ノッチ流量表3)

石油缶一杯 (20Q )に要する時間lからの

流水の流量換算図

600 

400 

40 

¥ 

ト

200 

100 
~ 80 
u 
ω6目
的
〕

E
世
一お
剛
m，M可

6 8 10 20 40 60 80 100 200 口o600 

換算i流量[Q/min) 

-[52-



三角ノッチ流量表
トムソンの公式 Q =0.84・H 5/2 

500 

400 

n
H
U

ハH
υ

n

H

v

n
U

ハU

Au

q
J

っ
“
，
I

〔

c
-
E
¥
副

〕

α

H [cml 

H Q H Q H Q H Q 

0.2 。。 3.4 17.9 6.6 94 9.8 253 
0.4 0.1 3.6 20.6 6.8 101 10.0 266 

0.6 0.2 3.8 23.7 7.0 109 10.2 279 

0.8 0.5 4.0 26.9 7.2 117 10.4 293 

1.0 0.8 4.2 30.3 7.4 125 10.6 307 

1.2 1.3 4.4 34.1 7.6 134 10.8 322 

1.4 1.9 4.6 38.1 7.8 143 11. 0 337 

1.6 2.7 4.8 42.4 8.0 152 11. 2 353 

1.8 3.6 5.0 47.0 8.2 162 11. 4 369 

2.0 4.8 5.2 51. 8 8.4 172 11. 6 385 

2.2 6.0 5.4 56.9 8.6 182 11. 8 402 

2.4 7.5 5.6 62.4 8.8 193 12.0 419 

2.6 9.2 5.8 68.1 9.0 204 12.2 437 

2.8 11. 0 6.0 74.1 9.2 216 12.4 455 

3.0 13.1 6.2 80.4 9.4 228 12.6 ヰ73

3.2 13.9 6.4 87.1 9.6 239 12.8 492 

〔単位〕 ノ yチ高 (H)・cm， 流量 (Q): e;肌In 
uuノッチ町5.0crn以下は誤差が大きくなることから定批
符昔日とストシプウォッチにて測定することが望ましい。
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(6)土の透水性と排水性の評価14)

透水晶数k(叩/5ecl

100 10 1 10-' 10-2 10-' 10→ 10-5 10-'; 10-' 10--10-9 

排水性|排 水 良 肝

粘土出|粘土出計|ルト，砂，川粘土の醒合lla化帯以下の均質
土の種顕|ない睡 |砂および砂煙 l士。成層堆積結土など

わゆる「不透水

j!，t¥.tUi k {cm/総"
10' 10' 1.0¥0-1 JO-' 10・¥0-' 10・ 10・ 10-' 10・ 10・

排水状態 'h的て良い 良 弘首 I "くない I ・わめて意い
されいなな妙砂判 I細妙 心拠質および鰭機旬ンル

ト 砂とシルトと附土のilLu:!:

:1:世話 m きれいな砂利l '"い 帖土1'{J性情刷
不通水位土

1ヒリの砂 I刷本物刷内刊生と風化作川をうけと不適 保い砧:tltf

現地同本氏肢

班"試駐方法 定水位進本試験

聖水lit.i重水以眼

間』岳民肢方法
位度分布と問げさ伽ら算定 | 

| 水平毛管流拙 | | /.1;*11(脇市ら算定
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(7)試験掘りによる地層の簡易判別法15)に一部加軍

推定許容

地層の硬さ 素 健 オーガーf， リング 推定N値 地耐力
(長期
kN/n{) 

鉄筋を容易に押し込む 孔壁が土庄でつぶれて

極軟 ことができる 掘りにくい 2以下 20以下*'

結

軟 Yャペルで容易に揺れる 容易に掘れる 2 -4 30 * ， 

性中位 rャペルに力を入れて掘る 力を入れて揺る 4 -8 50 

ゾヤベルを強〈踏んで 力いつは'い回すとょう

硬 ょうやく抱れる ゃく掘れる 8 -15 100 

土

極硬 つるはしが必要 掘進不能 15以下 200 

非常に 孔壁がIVIれやすく，深 孔壁が!出れやすく.試 本2

地ゆるい い足跡がで5る 料が落ちる
5以下 30以下

下

本ゆるい ノャベルで容易に掘れる 容易に掘れる 5 -10 50 *' 
面

上 ノャベルに力を入れて据る 力を入札て掘る 10、 20100 

の

砂中位 Yャベルを強〈踏んで カいっぱρ回してよう

質 よフゃく掘れる ゃく掘れる
20 -30 200 

土

密 つるはしが必要 掘進不能 30以上 310 

[注1* 1 過大な沈下に注意を嬰す。
* 2地震時の液状化に注意を要す。
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(8)基礎の形式

醒

睦
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基

茎
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事
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↓
|
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抗

チ
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肌

ち
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h

み

打

プ

ベ
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位
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「引
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打「可
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笠
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控

基

芭

-抗一

「
ー
」
ー
ー

L

穏
快
背
笠

基礎;~ J 

fJよ』し地盤

~rh 'r------， II~I刊
捨て ぺ汁~\tJ脚部
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人近

礎
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礎

材生
ま
基
」

盤

プ

地

寸れ
寸
|
山

基

基

杭

co 

け

O

敷砂干IJ または '~IJ ぐり

Idl ベた基礎



(9)地形を表す地名の修IJI5)に部加軍

地形 f-l:: 表 的 地 名

低湿地 アクダ，アクド煙、図) 7卜(阿戸) アベ(阿部;) アワラ

l芦原) ウキンマ(浮島) ウキク(浮出) ウヲ(宇田)

ユムダ(江悶) 力ツタ(勝因) 力'1-<タ(勝俣) 力-<~

(涌l到) クボ(久保) コタ(古田l ゴ五味) コ'ンヲ

(権回l タイマ(当問) ヲクマ信自問) トタ(戸田)

ドプタ(士浮問) 卜べ(戸部) 卜口，下ロ(土呂l

トンゲ，ドンダ(頒回) ニ久二卜 l仁田) ヌカタ(額回)

;)1 (沼田) ノタ(野田) ノマ(野間 7ケ(宮家)

フゲ(布太) ホゲ(法回) iドロ(美土路) ムタ (牟田)

ヤノ(矢野) ヤダ(八回) ヤチ(谷地) ヤ'1(谷津)

ヤ卜(谷戸) ヤハラ(知京) ユブタ(遊i手間) ヨド(/定)

新旧干妬地 オキ (i中) 力ラ溺) コウヤ(興野) コモリ(小森) γ 

ンザイケ(新在家) ン/ポ(車線) γンヤ γキ(新屋敷) タ;

/ロ (83代) チサキ(地先j ナンケ'ンヤ(何軒家) ハゲチ

(羽立) ベッゾョゆ府) べ7 (月開)

砂川干潟 イサ(伊砂) イサコ(砂子 .. /力(鹿田) ス(州) ス力

(須賀) テマ(手品市 ユサ(由左) ユラ(由良)

即1 崖アヅ(小豆沢) アゾ何曽原) アポ何保) ウ'1(字津)

オンダン(押出) 力ケ (樹) 力レ (干) 力ロ(嬬) 力

ンカケ(鍵掛) ケエ 1久江) サル(猿1111 ザレ(座連) ダ

ノ (t8谷) ツエ (街工) ナキ(黒薙) ヌケ(抜谷) ホキ

(勧1¥) ボケ(歩危)

[it] l勝完こはか地名の語鼠鮒11小辞典.附52.311かより作成。
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(10)河川断面各部の名称16)

線、己竺竺)1 1 幅竺竺.::::Jr~~
し--10 円 HWL 

堤内地〆 畢:怜，-"- 奨外地 〈人;堤¥ 埠由同

F E 

自11¥一六4 阻む「ゾ 11防 『 引い也

高水数

築防法線聞の距離=JII幅+2 nho 

(a) 河川敷の断面

Hγな H
(b) 堤防の断面

AB 天端.A C. D E :表のりまたは外のり .B G. 
H 1. J K 哀のりまたは内のり .C D :表小段.G H. 

1 J 袋小段. AおよびB:のり肩.EおよびM:のり

先またはのり尻. K LM:犬走り. EM:堤防敷 (犬走

りのない場合は EK) 

左岸堤

/ 
高水護岸

(c) 護岸各部の名称
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(11)道路各部の名称16)

(a)償断而

、
¥
 

¥
 

¥
 
、
¥
 
ト
ー
土

、

]

¥

u

u

y

 

、

舗装
路床

(b) 縦断面

道路断面各部の呼称

(12)橋梁各部の名称

橋梁の名称
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(13)のり面各部の名称とその勾配表示法17)

のり肩(斜面肩)

のり面
(斜面)

は
時
邑

た
臨
帥

ま
腹自ト

、SF

、J'
-

J

尻

)
-
J

一

(
先

/r

先
面
り
斜
の

(

(a) のり面各部の名称

(図 示) (表示)

#42づl
( 1・n)

または

N 割

n 

(水平)

(b) のり面勾配の表示法
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〔付録 3]追記事項

(l) 日 本統一土質分類法の改正の~点

(社)地盤工学会(旧 ・土質工学会)が制定していた『地傑

工学会基準(JGSM 11 [-[990)土の工学的分類方法(日本統

一土質分矧法u が， とドn主 8年 7 月に改正され ~1也般工学会基

準 (JGSM 111-1996)地盤材料の工学的分類方法(日本統一

分類法)~となった。 改正の主旨および主な改正点は以下のと

おりで、ある。なお，その後軽微な見直しがおこなわれるとと

もに国IJ題(1-1木統一土質分類法)が削除された 『地盤工学会

基準 (JGS0051-2000)地盤材料の工学的分類方法』。

① 従来基準の精神・ 体系をできるだけ踏襲しつつ，基準

の簡潔化，一般tAJ:用fitJ(例えば，土質柱状図記載の土質

名，等々)との整合性を図り，かつ近年の地盤工学分野

の対象の拡がり(地撚材料の最大粧径の拡大，人工材料 ・

廃棄物の利用，等々)が包含された。

② 対象とする範閣に粒径75mm以上の岩石質材料(石分)

が加えられた(原)-(lJとして，J二工材料全てを基準の対象

とできるよう配地-された)。

③ 「磯質土Jr砂質土Jr粘性土j という刑務は，一般慣

用語と整合性が図られた。

④ 機質土に混入する砂分，砂質土に混入する際分，制H粒

土に混入する砂分と際分等を妥当に評価できるよう配慮

された。このことにより一般慣用語との整合性が図られ

るようになった。

⑤ 砂分の粧径区分の中に 「中砂」が新設され，また，分級

された砂や礁に対して土の分類名称と して 「創11砂Jr中砂J

「組砂JrK:1II機Jr中機Jr粗磯」を使えるようになった。
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⑥ 車In粒土の fシノレ卜」と「粘土」の判断は塑性図上での

み行うこととされ，また，粗粧土に混入する制粒土分は

「シ/レト分」と「粘土分」とに区分しなくてもよいこと

とされた。

⑦ 統一分類法での土粒子構成比(混合比)は質量百分率

であることが明示された。因みに，一般慣用語による土

質判別は肉眼判定であることから体積比である。

③ 判断基準のl凌昧な「きれし、Jrよし、Jrわるし、」という

本且粒土に対する形容詞表現が廃止され，新たに「粒径幅

の広し、Jr分級されたJが新設された。

⑨ 括弧を慣用的な使い方に合わせられた。()は大分類，

{}は中分類， 0は小分類，に対応することとなった。

⑩ 地盤材料の名称で，名称が著しく長くなる場合には分類

記号と組合せた略語表記ができるようになった。例えば，

『粧l石まじり粒径闘の広い砂まじり磯 (GW-SR2Uを

『粒径幅の広い際-SR2~ のように表記できることとな

った。

(2)建設CALS/ECの動向18)

建設省では，建設CALS/ECの実現に向けて，成果

J31を電子納品するための各種要領 ・基準を整備している。

地質調資で特に関係の深いボーリンクイt状図の電子化につ
いては，近く I地質調究資料整理要領(案)J2)が改訂され

る予定であり，すでにその原案が公開されているc

建設省の直i絡事業では2004年度までに建設CALS/E

Cを実現するとしており，地方自治体へも徐々に波及する

ものと思われる。今回の改訂では、里子11長段階の電子化は?を、

定していないが，業務の効率化等の観点からも，電子野帳

システムの実用化も遠くないものと思われる。
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〔付録. 4] S 1単位にかかる単位換算4)

力/荷量/重量 角度/長さ/面積/容積/密度

1 kgf匂 9.81N l' (" 1180) rad 

[厳密な換算 1 kgf -9.80師5NJμ(ミ何，) -1μm == 1 x 10・m
I，f勾 9.81kN 1 A (jノr，UD-1.) = 1 X 10-10 m 

1 N 勾 0.102kgf 1 a (7-~) -1∞m' 
1 dyn (1イン)-1 x 10" N 1 I ('h f>) - 10田 cm'(L， Iとも，Irく)

1 glcm1 = 1 t/ml = 1 Mglm1 

応力/圧力/体積圧縮係数

1 kgfj，αn'句 98.1kPa = 98.1 kN/m1 

11Um2 匂 9.81kPa = 9.81 kN/m1 

1 kgUmm1勾 9.81MPa = 9.81 N/mm1 

1 kPa 勾 0.0102kgfJcm1 

匂 O.1021Um1

1 N/mm1 = 1 MPa 勾 0.102kgfJmm1 
句 10.2kgfJcm' 

工率/動力

1 PS (仏馬力)匂 0.736kW 

1 kW勾1.36PS 

1 kgf. m/s匂 9.81W 

1 bar = 100 kPa = 0.1 MPa 力のモーメント/仕事/エネルギ

latm -<気圧) 匂 I013hPa(= mbar) 1 kgf.Cffi 句 0.0981N.m (-J) 

lmmH10勾 9.81Pa 1 kgf. m 匂 9.81N. m (-J) 

1 mmHg 句 0.133kPa 1 kW h 均 3.60MJ

1 m1/kN = 1 (kPa)-) 句 9.81 m1/lf 1 e唱 (エルη= 1O-7J 

単位体横車量/地盤反力係数/浸透力

1 IUml (= gf/cm1)句 9.81kN/m] 

1 kgfJcrn1勾 9.81MN/m1 

1 kN/m1 旬 0.102'fJ，白羽3

1 MN/m1勾 102gf/cm1 

511圭頭碕
G (干の 10・， M UIi) ，1伊 k(相:J()l 
h (ヘ?ト)， 10'， d (1，) ，10"， c (セノチ)， 10" 

m (、リ:10-)， μ(，付。)， 10'‘， n (ナ1) ，1(1" 
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